
事業数 割合 事業数 割合 事業数 割合 事業数 割合

事業の必要性

事業の目的が県民や社会のニーズを的確に反映し、成果目
標の明確な達成手段として位置づけられ、優先度の高い事
業となっているか。
また、市町村・民間等に委ねることができない事業なのか。

16 (100%) 0 (0%) 0 (0%) 0 (0%) 16

支出先の選定や受益者との負担関係は妥当であるか。 15 (93.8%) 1 (6.3%) 0 (0%) 0 (0%) 16

事業実施に当たって他の手段・方法等が考えられる場合、
それと比較してより効果的あるいは低コストで実施できてい
るか。
また、類似の事業がある場合、他部局等と適切な役割分担
を行っているか。

14 (87.5%) 2 (12.5%) 0 (0%) 0 (0%) 16

活動実績は見込みに見合ったものであるか。
また、整備された施設や成果物などは十分に活用されてい
るか。（アウトプット）

8 (50%) 7 (43.8%) 1 (6.3%) 0 (0%) 16

成果実績は成果目標に見合ったものとなっているか。
（アウトカム） 5 (31.3%) 7 (43.8%) 2 (12.5%) 2 (12.5%) 16

C評価 ―(該当しない)
合計評価項目（全５項目）

A評価 B評価

事業の効率性

事業の有効性
（達成度）

・ 令和２年度に実施した評価対象事業（16事業）について、担当部局に

よる内部評価を行い、その結果を県HPに公表。

・ 内部評価に対する県民意見募集(16事業)、及び行政支出点検・行政

改革推進委員会における外部評価（6事業）を実施。

・ 評価・検証の結果は、部局マネジメントによりＲ４当初予算編成に反映。

資 料 ２

２ 内部評価（担当部局による評価・検証）結果

【令和３年度事務事業評価】令和２年度実施事業の評価・検証結果

１ 今年度の実施概要

【評価基準】 A：目標を上回る成果、活動見込を上回って達成（100％以上）。
B：概ね目標どおりの成果、活動見込を概ね達成（80～99％）。
C：目標を下回る成果、活動見込を下回った（79％以下）。
-：該当しない

○活動実績（アウトプット）の評価内訳

○成果実績（アウトカム）の評価内訳
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◇県HPにおいて、県民から意見を募集（令和３年10月４日から令和３年11月５日）

◇対象事業：平成29年度当初予算「重点項目推進特別枠」を活用し、令和３年度まで継続して実施されている６事業及び

令和２年度当初予算「施策展開特別枠」を活用した10 事業

◇提出された意見の数：14件

（１）県民からの意見

３ 外部評価の概要

（２）行革委員会における意見

◇令和３年度第２回行政支出点検・行政改革推進委員会(R3.9.6)において、評価を実施

◇対象事業：平成29年度当初予算 「重点項目推進特別枠」を活用し、令和３年度まで継続して実施されている６事業

《主な意見》

○ 地域で支える子育て安心事業費

・ 評価を行うにあたって、連携して実施する市町村等からの意見の吸上げのようなものがあってもよいのでは

ないか。（委員意見）

・ 放課後児童クラブ利用料補助人数の実績が若干下がっている。コロナ禍で困難な状況にあることを踏まえ、

さらに制度を周知すべき。（委員意見）

○ 届けよう山形の魅力プロジェクト事業費

・ 農産物や食品のブランド知名度は全国的に高くなっているが、工芸品や衣類、雑貨の質の良さはまだ知名

度が低いと思う。アンテナショップで工芸品や雑貨などの販売があっても良いと思う。（県民意見）

○ やまがた森林ノミクス推進事業費

・ 「やまがた森林ノミクス」という名称だけでは業務の内容までは把握できないので、県の取り組みのPRに力を

入れていくべき。（県民意見）

・ 地震対策として木塀の開発が進んでいる状況でもあるため、活動指標に「木造化・木質化の割合」を設定し

ても良いのではないか。（県民意見）
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４ 対応（主なもの）

○ 地域で支える子育て安心事業費
予算を増額して事業を継続するとともに、市町村と連携し、さらなる周知に努める。

○ 妊娠・出産・子育て安心生活応援事業費

結婚・妊娠・子育てを応援するプログラム「山形しあわせ💛LIFE応援プログラム事業」のなかで不妊治療の助成

を実施するとともに、本プログラムについてＰＲを推し進め、周知を図っていく。

○ 届けよう山形の魅力プロジェクト事業費

アンテナショップでは工芸品や雑貨なども販売しているが、一部の品目に限られることから、販売品目を増やす
ことを検討していく。

○ バリアフリー観光推進事業費

観光庁で類似の補助事業を行っていること、また、これまでの取組みの成果により観光施設トイレのバリアフリー
化が進み、一定の成果が得られていることから、令和３年度をもって廃止する。

○ やまがた森林ノミクス推進事業費

「やまがた森林ノミクス」への県民総参加に向けた意識醸成のための情報発信や普及啓発等に特化した事業とし、「やまが
た森林ノミクス」の情報発信について、ＳＮＳなどを活用し引き続き積極的に取り組んでいく。

○ オリンピックメダリスト育成事業費

部活動が少ない競技等の中高生の有望選手に対し、競技団体が活動拠点（地域・施設）を活用し、一貫した育成・強化を
図れるよう、新たに支援を行う。

〇 事務事業評価全体
・ 市町村と連携して実施する補助事業等については、県の主体的な評価だけではなく、必要に応じて事業の課題や改善点

等について連携先の意見を聴取したうえで評価を実施することとした。
・ 個票の様式を見直し、活動指標・成果指標の記載欄を４つに増やし、実施内容（予算の１グループ）に対しそれ

ぞれ活動指標・成果指標を設定することとした。
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令和２年度実施事業(H29～継続６事業)の外部評価における意見への対応状況一覧 
 

事業名 

(R2 当初予算) 
事業概要(R2) 外部評価 所管部局の対応 

Ｒ４当初予算の内容 

（見直しの内容） 

地域で支える子育て

安心事業費 

【しあわせ子育て応援部】  

73,488 千円 

経済的理由から放

課後児童クラブの

利用を控えることの

ないよう、市町村が

低所得世帯や多子

世帯に対する利用

料の負担軽減を行

った場合に、その

支援を行う事業 

［委員意見］ 

・令和元年度から令和２年度の放課後児童クラ

ブ利用料軽減人数の実績が若干下がってい

る。各家庭もコロナ禍で大変な状況にあると思

っているので、さらに制度の周知をお願いした

い。 

 

 

 

・多子世帯については年収 640 万円未満が条

件であるが、これについては今後検討が必要

なのではないか。 

 

 

 

 

 

 

・評価を行うにあたり、市町村からの意見の吸い

上げのようなものがあっても良いのではない

か。 

 

 

 

・県の出生率を上げるために、県民や、県内へ

の移住定住のためにもＰＲすべき大事なことな

ので、このような事業は今後も続けていただき

たい。 

 

・コロナ禍にあっては、放課後児童クラ

ブにおいても登園自粛や預け控えな

どがあり、利用者が減っているところ

である。今後も、利用料の負担を理

由に利用を控えることがないよう、市

町村と連携し、制度の周知に努め

る。 

 

・県内の平均的な世帯年収をカバー

するよう制度設計したものであり、全

国トップクラスの支援ということで、全

国知事会でも、事例紹介している。 

・放課後児童クラブの利用料軽減につ

いては、本来政府において制度を創

設すべきであり、今後も継続して、政

府に対する施策提案を続けていく。 

 

・日頃から各放課後児童クラブの実施

主体である市町村や関係団体からの

相談や意見交換を密にして進めてい

る。今後もしっかりと現場の声をお聞

きしながら政策に反映していく。 

 

・御意見を踏まえて、取組みを継続し

ていく。 

【予算額】84,818 千円 

【見直しの内容】 

・放課後児童クラブは仕事と子育て

の両立を図るために不可欠なもの

であり、利用料の負担を理由に利

用を控えることがないよう、また、

市町村からの要望もあることから、

事業を継続していく。 

 

・市町村と連携し、さらなる制度の

周知に努めていく。 
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事業名 

(R2 当初予算) 
事業概要(R2) 外部評価 所管部局の対応 

Ｒ４当初予算の内容 

（見直しの内容） 

妊娠・出産・子育て

安心生活応援事業

費 

【しあわせ子育て応援部】  

38,502 千円 

妊娠・出産・子育て

に対する不安を解

消するため、生まれ

てくる赤ちゃんと子

育て家庭を社会全

般で応援するメッセ

ー ジ を 送 る と と も

に、子育て包括支

援センターの充実

等、妊娠期から出

産、子育て期にわ

たる切れ目のない

支援を充実する事

業 

［委員意見］ 

・活動指標と成果指標の設定について、事業概

要に実施内容が４つあるのに対し、活動指標

や成果指標が１つしかないため、せっかく実施

したものがあるのに評価されないのはもったい

ない。赤ちゃん応援メッセージギフト贈呈者数

以外にも指標として設定できるものがあったの

ではないかと思うので、今後、活動指標・成果

指標を設定する際に検討いただきたい。 

 

・母子保健コーディネーターを対象に研修して

はどうか。また、その研修の実施を活動指標に

入れても良いのではないか。参加者の後の活

動の追跡についても必要ではないか。 

 

 

 

・出生率向上の観点から、「出産・育児を地域で

支える」ということをもっとＰＲしてはどうか。 

 

 

 

 

・全国で７例しかない県内全市町村での子育て

世代包括支援センターの設置のことをもっとＰ

Ｒしていけば県内への移住定住と結びつくと思

われる。この事業は本当に良い試みだと思うの

で、今後も引き続き継続いただければ良いと考

えている。 

 

 

・御指摘を踏まえ、事業内容が評価で

きる指標を検討していきたい。 

 

 

 

 

 

 

 

・現職の母子保健コーディネーター及

び今後母子保健コーディネーターに

なる可能性のある方を対象に研修を

実施しており、毎年継続して参加い

ただき、様々な意見交換等を通じて

スキルアップを重ねている。 

 

・やまがた子育て応援サイトでの発信

のほか、少子化克服に向けて、新た

に、結婚・妊娠・子育てを応援するプ

ログラムを一体的に進めＰＲすることと

している。（右記参照） 

 

・御意見を踏まえて取り組みたい。 

 

【予算額】53,530 千円 

【見直しの内容】 

・市町村からの要望に対応し、事業

を継続していく。 

 

＜継続事業＞ 

(1)ようこそ赤ちゃん応援メッセージ・

ギフト事業 

(2)産後ケア事業及び産婦健康診

査事業 

(3)母子保健コーディネーター研彦

会・検討会等の開催 

(4)子育て世代包括支援センターの

運営支援等 

(5)多胎妊娠の妊婦健康診査推進

事業 

 

・令和４年度は、結婚・妊娠・子育て

を応援するプログラム「山形しあ

わせ💛LIFE 応援プログラム事

業」のなかで不妊治療の助成を

実施するとともに、本プログラム

についてＰＲを推し進め、周知を

図っていく。 

※山形しあわせ💛LIFE 応援プロ

グラム事業（161,856 千円） 
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事業名 

(R2 当初予算) 
事業概要(R2) 外部評価 所管部局の対応 

Ｒ４当初予算の内容 

（見直しの内容） 

届けよう山形の魅力

プロジェクト事業費 

【産業労働部】 

18,208 千円 

・「山形ブランド特

命大使」の活動を

通した山形の魅力

の国内及び海外へ

の発信 

・平成 28 年度に策

定した「メイドイン山

形」のブランドコン

セプトを踏まえたプ

ロモーション活動 

・関西圏へのアンテ

ナショップの整備に

向 け た 調 査 検 討

（平成 29 年度～） 

［委員意見］ 

・関西のショップを山形県単独ではなくて宮城

県とコラボレーションして展開していくという考

え方は大変良い。コストも削減できるだろうし、

２つの県が一緒になってＰＲをしていると、やは

りインパクトも大きくなると思うので、ぜひ成功に

つなげていただきたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・コロナ禍において、プロモーションをどう進める

べきか検討して欲しい。過去のプロモーション

の手段や方法ごとに費用対効果を検証して、

効果的な手段を選択してはどうか。 

 

 

・米は独自にブランド化を図っているので、米を

除いた評価をやってみてはどうか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

・関西圏における期間限定アンテナシ

ョップについて、令和３年度は宮城県

と合同で出店した。事業費の半額を

宮城県から負担していただくことでコ

ストを削減することができたほか、２県

の特産品を手に取っていただくこと

で、６月の出店では過去最高の客単

価となるなど、一定の相乗効果があ

ったものと受け止めている。一方で、

限られた場所・期間における合同出

店は、単県での出店と比較して、１県

あたりの商品数や売上が少なくなるこ

と等の課題もあった。来年度の開催

に向けて、宮城県と協議を重ねてき

たが、合同出店は見送ることとなっ

た。 

 

・コロナ禍において、どのような手法が

訴求力を持つのか、効果的な手法を

検討していきたい。 

 

 

 

・ご指摘を踏まえ、事業内容が評価で

きる指標を検討していきたい。 

 

 

 

 

 

 

 

【予算額】51,044 千円 

【見直しの内容】 

・関西圏における期間限定アンテ

ナショップを本県単独で出店し、

引き続き、マーケットリサーチと県

産品のＰＲを実施する。 

・アンテナショップ「おいしい山形プ

ラザ」のＥＣサイトを新たに開設し、

アンテナショップの商品をオンライ

ンで販売する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

・コロナ禍におけるオンライン活用

の重要性の高まり及び購入経路と

してのリアル店舗の訴求力の大き

さから、web とリアル両方の場にお

いて情報発信を実施。 

 

・ポータルサイトを核とした継続的な

情報発信を実施していくことから、

サイトの訴求力を表す数値として

「サイト滞在時間の増加」を指標と

し、目標の達成に向けて引き続き

事業を実施。 

 

 

 

- 6 -



事業名 

(R2 当初予算) 
事業概要(R2) 外部評価 所管部局の対応 

Ｒ４当初予算の内容 

（見直しの内容） 

・全体としてイメージアップのために進める事業

である。こうした事業は続けていないとすぐに

順位が下がるので、継続していく必要がある。 

 

［県民意見］ 

・いいものサイトなどは、人気のフォトグラファー

など採用し目を引くデザインになっていて良い

と思う。 

農産物や食品のブランド知名度は全国的に

高くなっているが、工芸品や衣類、雑貨の質の

良さはまだ知名度が低いと思う。アンテナショッ

プで工芸品や雑貨などの販売があっても良い

と思う。 

 

 

 

 

・農産物の山形のブランド力は徐々に浸透して

いるように感じる。東京のアンテナショップでも

食べ物の人気は高い。 

 

 

 

 

・これまでの取組みによる機運の高まり

を確実なものにするために、継続的

な情報発信に取り組んでいきたい。 

 

 

・山形県産品ポータルサイト「いいもの

山形」に関心をお寄せいただき、感

謝申し上げる。引き続き、「山形県産

品＝上質ないいもの」というブランドイ

メージの定着に向けた継続的な情報

発信に努めてまいる。 

アンテナショップでは、工芸品や雑

貨なども販売しているが、一部の品

目に限られることから、御意見を踏ま

え、販売品目を増やすことを検討して

いく。 
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事業名 

(R2 当初予算) 
事業概要(R2) 外部評価 所管部局の対応 

Ｒ４当初予算の内容 

（見直しの内容） 

バリアフリー観光推

進事業費 

【観光文化スポーツ部】  

2,000 千円 

民間事業者が所有

している不特定多

数の人が利用可能

な観光施設トイレの

バリアフリー化等改

修に要する経費に

市町村が補助金を

交付する場合に補

助金を交付するも

の。 

［委員意見］ 

・成果の指標として、県外からの観光者数の設

定がされているが、今のコロナ禍やアフターコ

ロナを考えても、観光客の中には県内の皆さ

んも当然入ってくるわけであり、そういった対象

について、子どもたちや障がい者、お年寄りも

含めて県民にどういった動きがあるのかという

分析も重要だと思う。まずは県内の多くの皆さ

んがバリアフリー施設に触れて、生活が豊かで

充実するということであれば、当然県外から観

光にいらっしゃった方についても同じような豊

かな生活が御提供できると思っている。是非予

算が少なくならないように、何をもって評価する

かという評価対象も幅広に検討いただいて、将

来につながっていく事業にしていただきたい。 

 

・この事業というのはやはり豊かな生活とつなが

っているので、さらに進めていかなければなら

ないと考えている。今後とも予算の範囲でとい

うことになると思うが、進めていただきたい。 

 

・当該事業については、国（観光庁）で

類似の補助事業を行っていること、ま

た、これまでの取組みの成果により観

光施設トイレのバリアフリー化が進ん

できており、一定の成果が得られて

いることから、令和３年度をもって廃

止する。 

 

・令和３年度については、当該事業の

ほか、宿泊施設や観光立寄施設の

ポストコロナを見据えた新たな需要に

対応するための取組みに対して補助

を行う事業を実施し、その中で、バリ

アフリーを含むユニバーサルツーリズ

ムに対応した施設改修等への支援も

行った。令和４年度もこのような支援

を継続する予定である。 

【予算額】0 千円 

【見直しの内容】 

当該事業を廃止 

やまがた森林ノミク

ス推進事業費 

【農林水産部】 

23,291 千円 

「やまがた森林ノミク

ス」をさらに加速化を

図るため 

・ 再造林支援 

・県産木材の積極

的な利活用 

［委員意見］ 

・山形県のＣＯ２削減目標が高い目標値になっ

ているので、県民に対する啓発活動を強化し

ていくべきではないか。 

 

 
 

・森林はカーボンニュートラルや河川災害予防

にも役に立ち、森林療法や森林セラピー、グリ

ーンツーリズムに利用されるなど、複合的な効

果を生むため、再造林は必要だと思う。 

 
 

 

・やまがた森林ノミクスで進めている森

林資源の循環利用は、森林吸収源

対策として大いに貢献することから、

県民総参加で取組んでいただけるよ

う積極的な情報発信に努めていく。 
 

・森林の公益的機能の維持増進を図り

カーボンニュートラルの実現を目指

す上で、森林の若返りにつながる再

造林を進めていくことは重要であり、

再造林率 100％の継続とともに再造

林面積の拡大を図っていきたい。 

【予算額】 6,336 千円 

【見直しの内容】 

・本事業は、令和４年度から「やまが

た森林ノミクス」への県民総参加に

向けた意識醸成のための情報発

信や普及啓発等に特化した事業

へとスリム化を図る。 

・山形県青年林業士活動推進事業

は、試験研究事業に移行 

・再造林支援制度推進事業は、再

造林推進事業に移行 

・県産製材品高度化促進事業は、
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事業名 

(R2 当初予算) 
事業概要(R2) 外部評価 所管部局の対応 

Ｒ４当初予算の内容 

（見直しの内容） 

［県民意見］ 

・森林を維持しつつ木材利用を進める上で、非

常に有効な施策。地震対策としても活躍する

木塀の開発が進んでいるなどする中で、活動

指標として、大きく見込みを上回っている「高

性能林業機械保有台数」よりも「木造化・木質

化の割合」を指標としても良いのではないか。 

 

 

 

 
 
 

・「やまがた森林ノミクス」という言葉を広めて、県

民の意識を変え、行動を変えると考えると、県

が率先して対外的なPRを行う必要がある。し

かし、「やまがた森林ノミクス」という名称だけ

では、なかなか業務の内容までは把握できな

いので、県の取り組みを広く知らせるためにも

PRに力を入れるのがよいと考える。 

 

 

・再造林率の伸びがあまり芳しくない中で、再造

林支援制度推進事業に多くの予算をつけてい

ることは実態に即した使途かと思われる。 

 

・本事業は、本県の豊かな森林資源を

余すところなく活用する「緑の循環

システム」の構築により、森林の多

面的機能との調和を図りながら、林

業及び木材産業の振興や関連産

業の振興に資する取組みを総合的

に行う事業である。令和４年度から

は、事業を再構築し、木造化・木質

化の推進については「やまがた森林

ノミクス木材利用推進事業」の中で

取り組んでいく。 
 

・令和４年度から「やまがた森林ノミク

ス」への県民総参加に向けた意識

醸成のための情報発信や普及啓発

等に特化した事業に明確化を図り、

「やまがた森林ノミクス」の情報発信

について、SNS の活用など引き続き

積極的な情報発信に取り組んでい

く。 

JAS 認定工場の配置に一定の成

果が認められるため事業を廃止 

 

※ 森林吸収源対策については、

新たな事業として、森林の若返

りによるＣＯ２吸収量の増大を図

るための効率的な間伐や低コ

ストによる主伐・再造林の推進

に向けた取組を実施する。 
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事業名 

(R2 当初予算) 
事業概要(R2) 外部評価 所管部局の対応 

Ｒ４当初予算の内容 

（見直しの内容） 

オリンピックメダリス

ト育成事業費 

【教育庁】 

106,916 千円 

◇本県からのオリン

ピックメダリスト輩出

に向けた選手等の

育成・強化事業 

・国民体育大会出

場候補選手等の

強化 

・ YAMAGATA ド リ

ー ム キ ッ ズ の 発

掘・育成 

［委員意見］ 

・実績が着実に上がってきており、子どもたちも

いろんな夢を実現したいと頑張っていると思う

ので、是非良い形で継続してほしい。 

 

・パラアスリートへの支援事業はあるか。運動面

の充実ということを考えたときには、パラアスリ

ートの方も活躍できる状況が最も望ましいので

はないか。 

 

 

・今回の北京 2022 冬季オリンピックス

ピードスケート競技で、待望の銅メダ

ルを獲得した。引き続きオリンピック

でのメダル獲得へ向け、継続して取り

組んでいきたい。 

 

 

・パラアスリートへの支援については、

健康福祉部において、競技力向上を

図るための活動支援として、大会等

参加に要する経費への支援事業を

実施している。 

・教育庁では、パラスポーツを含めた

競技スポーツで優秀な成績を収めた

者の功績を讃えるため、毎年度、山

形県スポーツ賞の表彰を実施してい

る。 

・今後も健康福祉部と連携し、パラスポ

ーツも含めた本県競技スポーツの振

興に取り組んでいきたい。 

【予算額】69,040 千円 

・国民体育大会出場候補選手等 

の強化及び YAMAGATA ドリーム

キッズの発掘・育成を継続して実

施する。 

 

【見直しの内容】 

・部活動が少ない競技等の中高生

の有望選手に対し、競技団体が

活動拠点（地域・施設）を活用し、

一貫した育成・強化を図れるよう、

新たに支援を行う。 
 

上記のほか、スポーツ報償費として

1,309 千円（山形県スポーツ賞など

の経費）を計上している。 
 

《参考》 

令和３年度山形県スポーツ賞受賞

者（パラアスリート） 

〇大 賞 

 東海林 大（ﾊﾟﾗﾘﾝﾋﾟｯｸ複数入賞） 

 齋藤 元希（ﾊﾟﾗﾘﾝﾋﾟｯｸ複数入賞） 

〇栄光賞 

  太田 渉子（ﾊﾟﾗﾘﾝﾋﾟｯｸ出場） 

  竹井幸智恵（ﾊﾟﾗﾘﾝﾋﾟｯｸ出場） 

  齋藤 京香（ｼﾞｬﾊﾟﾝﾊﾟﾗ水泳競技大

会 1 位、日本記録樹立）  

  佐藤 博輝（日本記録樹立） 

〇栄誉賞 

相田佳奈子（権威ある全国大会で 1 位） 

丹野 美穂（権威ある全国大会で 1 位） 
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事務事業評価（事業レベルのＰＤＣＡ）県民意見募集の結果について 

 
このことについて、令和３年度事務事業評価（令和２年度実施事業の新規 10 事業）の内部評価結果に係る県民意見と、 
令和４年度当初予算への反映状況等は以下のとおりです。 

記 

１ 募集期間 令和３年 10 月４日（月）～令和３年 11 月５日（金） 
２ 募集方法 郵便、ファクシミリ、電子メール 

３ 提出状況 ９件（２名(男性:１ 女性:１)） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 部  局 事     業     名 件数 
１ 企画 先進ＩＣＴ利活用推進事業費 ０ 
２ 防災 高齢運転者交通安全対策強化推進事業費 ０ 
３ 環境 イノシシ等鳥獣被害緊急対策事業費 ３ 
４ 子育 やまがたで出会い・結婚、子育て応援事業費 ３ 
５ 健康 すこやか・安心地域づくり推進事業費 ０ 
６ 産業 山形の未来を担う産業人材創出事業費 ０ 
７ 観光 バリアフリー観光推進事業費 ０ 
８ 農林 農林業専門職大学等キャンパス整備事業費 ０ 
９ 県土 水害・内水被害軽減緊急対策事業費 ０ 
10 教育 社会を生きぬく確かな学力育成事業費 ３ 

参考 
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４ 提出された主な意見の概要と令和４年度当初予算への反映状況等 
部局名 意見の概要 R4 当初予算への反映状況 

環境エ

ネルギ

ー部 

【イノシシ等鳥獣被害緊急対策事業費】 
・イノシシによる農作物被害額について、令和元年度は昨年度か
ら微増ということで、県の対策による効果は一定程度現れている
ように感じる。昨年度よりも予算的にも力を入れているので、さら
に効果が現れることを期待している。 

活動指標が被害対策を実施した市町村数とされているが、国
から半分補助が出る事業であるため、より高い目標（令和５年度
にほぼ全ての市町村）としてもよいのではないか。 

 
 
 
・イノシシの捕獲を進めるだけでは根本的な解決には近づかない

ため、農作物被害を減らすための最新技術を地元農家が導入
できるように、実証に力を入れているのは評価できるポイントだ
と感じた。 

 
・市町村が個別に実施するのでは、他の市町村にイノシシ等が

移ってしまうだけだと考えられるので、県が実施し、各市町村横
並びの対策を実施しつつ、隣県とも協力しながら対応すべき課
題であり、県が主体的に実施すべき事業である。 

【予算額】20,303 千円 
・イノシシによる農作物被害額は、令和２年度は約 9,360 万円（対前年度比 26％

増）となり被害額が増加した。県では、被害防止対策を推進し、被害額を軽減す
るため、「イノシシ被害対策の強化」の関係予算の拡充に努めており、令和４年度
当初予算では約３億６百万円（対前年度比 23％増）を計上。特に被害防止に効
果的であるとされる広域的な電気柵等の整備を強力に推進していく。 
当該事業は、イノシシ対策のために令和２年度に創設された新規事業であり、

国の鳥獣交付金事業のメニューにはない取組みについて、多くは県単事業とし
て事業化している。 
市町村からは国の鳥獣交付金事業を十分に活用いただいたうえで、さらにイノ

シシ等被害防止対策を推進するため、当該事業の活用を促していきたい 

しあわ

せ子育

て応援

部 

【やまがたで出会い・結婚、子育て応援事業費】 
・令和３年度の予算額が減っているが、「子育てするなら山形県」

を掲げているので、もっと予算があっても良いと感じる。もしく
は、市町村に多くの部分を委託している等により県の予算から
は落ちているのだろうか。新型コロナウイルス感染症が落ち着
いてきた今こそ、移住施策にも紐付くこの事業に力を入れても
良いのではないか。 

 
 
 
 
 
 
 
 

【予算額】999 千円 
・令和４年度は、アフターコロナを見据え、結婚、妊娠、子育てのそれぞれのステ

ージにおいて希望が叶い、山形でしあわせな生活が満喫できるよう「山形しあわ
せ💛LIFE 応援プログラム事業」(予算額 161,856 千円)を政策パッケージとして一
体的に実施することとしている。 

また、結婚を望む方を全県一体となって支援する「やまがたハッピーサポートセ
ンター」にＡＩマッチングシステムを新たに導入し、出会いの機会の創出を拡大し
ていく。（予算額 29,000 千円） 
各施策の取組みについて、山形子育て応援サイト等のウェブコンテンツやＳＮ

Ｓを活用して県内外に積極的にＰＲすることで「子育てするなら山形県」を実感し
ていただけるよう取り組んでいく。 
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・少子化は日本全体が直面している重要な課題であり、特に山
形県は就職と同時に県外に出てしまう若者も多いので、山形県
で子育てをしたいと思ってもらえる土壌を作ることが肝心であ
る。その際、山形県の支援策を知ってもらうにはイベントが有効
であるため、その参加者数は目標とするだけでなく、是非達成
いただきたい。 

 
・U ターンや I ターンで山形県を子育てする場所として選んでく

ださった移住者の方を直接支援できるのは市町村であるため、
密に連携する必要がある。 

 

教育庁 

【社会を生きぬく確かな学力育成事業】 
・自分の子どもの通う学校の先生からは、「これは先生の教え方

の課題なのですが、学校全体の子供達は、考える力、応用す
る力が不足、苦手」と聞いている。子どもの応用力を培う指導方
法について、学力向上支援チームの先生方からの学校への指
導を引き続きお願いしたい。 

また、今年度、子どもが登校できない時期があり、自宅でのリ
モート授業を初めて実施した。子どもは先生の話をじっくり聞
き、集中して授業を受けていたように感じた。先生たちも「手探
りでやった」とのことだったが、リモート授業にはメリットがたくさ
んあると思うので、活用できるよう、指導方法やリモートのコツな
ど、県から学校へわかりやすく伝えてほしい。 
 

・事業目標については、そのとおりだと思います。達成度につい
ては、令和２年度の成果実績がないのでわかりません。 

 
・妥当だと思います。 
 
 

【予算額】122,756 千円 
・この事業は、主体的・対話的で深い学びの実現により、確かな学力を育成するた
めに、各施策を一体的に推進するもの。令和２年度からは、各教育事務所に学
力支援アドバイザーを配置し、学力向上支援チーム（～Ｒ５）を組織して、各校を
複数回訪問することで課題に応じた指導・助言を行ってきた。 

コロナ禍において、各校では、子どもの学びの保障のために、一人一台端末
を活用したオンライン授業等の試行が始まっている。令和４年度には、県内各校
におけるＩＣＴ活用の促進を図るために、新規事業として県内の教員を対象として
ＩＣＴ活用フォーラムを開催する予定。このフォーラム等により令和２年度からの２
か年の委託事業におけるＩＣＴ教育推進拠点校等の効果的な実践事例や指導の
ノウハウ等を紹介しながら、県内の教員の授業改善につなげていきたい。 
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